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ア
ジ
ア
向
け
輸
出
が
倍
増

　

高
い
伸
び
が
続
く
近
年
の
わ
が
国
農
産

物
輸
出
動
向
を
見
る
と
、
と
り
わ
け
以
下

の
点
が
注
目
さ
れ
る
。

　

第
一
は
、
ア
ジ
ア
向
け
輸
出
に
よ
る
牽け

ん

引い
ん

で
あ
る
。
17
年
に
お
け
る
農
産
物
の
輸

出
先
別
の
内
訳
を
見
る
と
、
農
水
省
が
公

表
し
て
い
る
輸
出
額
上
位
20
カ
国
・
地
域

の
う
ち
11
カ
国
・
地
域
が
ア
ジ
ア
の
国
・

地
域
で
、
輸
出
額
全
体
の
68
％
を
占
め
る

（
図
表
1
）。
農
産
物
輸
出
額
は
17
年
ま
で

の
5
年
間
で
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
が
、
そ

の
う
ち
7
割
が
こ
れ
ら
11
カ
国
・
地
域
向

け
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
輸
出
品
目
の
多
様
化
で
あ
る

（
図
表
2
）。
例
え
ば
、
農
産
物
輸
出
額
の

5
割
強
を
占
め
る「
加
工
食
品
」で
は
、「
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
」
の
シ
ェ
ア
が
急
拡
大
し

て
い
る
。
輸
出
額
は
17
年
ま
で
の
10
年
間

で
3
・
5
倍
に
増
え
て
お
り
、
酒
蔵
会
社

な
ど
に
よ
る
積
極
的
な
海
外
展
開
等
に
加

え
、
①
酒
類
の
地
理
的
表
示
の
対
象
範
囲

の
拡
大
と「
日
本
酒
」の
指
定
開
始
②「
和

食
：
日
本
人
の
伝
統
的
な
食
文
化
」
の
ユ

ネ
ス
コ
（
国
連
教
育
科
学
文
化
機
関
）
無

形
文
化
遺
産
へ
の
登
録
─
と
い
っ
た
ブ
ラ

ン
ド
化
の
努
力
が
奏
功
し
て
い
る
と
み
ら

れ
る
。

　

ま
た
、「
畜
産
品
」
で
は
「
牛
肉
」
の

シ
ェ
ア
が
大
き
く
拡
大
し
て
い
る
。
口
蹄

疫
や
原
発
事
故
後
の
各
国
の
禁
輸
措
置
が

解
禁
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
加
え
て
、
主
に

赤
身
肉
を
消
費
し
て
い
る
欧
米
な
ど
に
お

い
て
、
霜
降
り
肉
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
「
W
A
G
Y
U
」
が
浸
透
し
て
い
る
こ

と
を
追
い
風
に
、
輸
出
額
は
同
9
・
4
倍

に
急
増
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
野
菜
・
果
実
な
ど
」
で
は
、

過
去
に
あ
ま
り
輸
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

「
甘か

ん
し
ょ藷

」「
ブ
ド
ウ
」「
イ
チ
ゴ
」「
モ
モ
」

と
い
っ
た
品
目
が
急
増
し
て
お
り
、
こ
の

4
品
目
合
計
の
シ
ェ
ア
は
07
年
の
0
・
4

％
か
ら
17
年
に
は
1
・
5
％
に
拡
大
し
て

い
る
。

日
本
産
ブ
ラ
ン
ド
が
伸
び
を
牽
引

　

も
っ
と
も
、
総
じ
て
見
る
と
、
わ
が
国

農
産
物
に
ア
ジ
ア
で
競
争
力
が
あ
る
と
は

農
産
物
輸
出
の
拡
大
に
向
け
た
課
題

求
め
ら
れ
る
ア
ジ
ア
の
潜
在
需
要
取
り
込
み

日
本
総
合
研
究
所 

調
査
部　
主
任
研
究
員

蜂
屋
勝
弘

解 説

　
わ
が
国
の
農
林
水
産
物
輸
出
の
伸
び
が
目
覚
ま
し
い
。
ア
ジ
ア
の
高
成
長
を
追
い
風
に
、
2
0
1
8
年
に
は
1
〜
10

月
の
累
計
で
前
年
比
15
％
増
加
し
て
お
り
（
農
林
水
産
省
発
表
）、
6
年
連
続
で
の
過
去
最
高
額
の
更
新
が
見
込
ま
れ
る
。

わ
が
国
の
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
①
人
口
減
少
な
ど
に
よ
る
内
需
の
縮
小
②
環
太
平
洋
連
携
協
定
（
T
P
P
）
な
ど
を

受
け
た
輸
入
品
と
の
競
合
激
化
─
を
受
け
、
海
外
で
の
販
路
拡
大
に
活
路
を
求
め
る
地
域
は
少
な
く
な
い
。
農
林
水
産
物

の
輸
出
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
は
多
く
の
地
域
で
見
ら
れ
、
国
も
各
地
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
る
。
し
か
し
、
見

る
と
こ
ろ
、
拡
大
す
る
ア
ジ
ア
で
の
潜
在
需
要
を
十
分
に
取
り
込
め
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
農
林
水
産
物
輸
出
の
稼
ぎ

頭
（
シ
ェ
ア
約
6
割
）
で
あ
る
農
産
物
の
一
段
の
輸
出
拡
大
に
向
け
て
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
は
何
か
。

は
ち
や
・
か
つ
ひ
ろ　
92
年
大
阪
大

卒
、日
本
総
合
研
究
所
入
社
。13
年
内

閣
府
政
策
調
査
員（
産
業
・
雇
用
担

当
）、14
年
政
策
企
画
調
査
官（
経
済

財
政
運
営
総
括
担
当
）。公
共
経
済
が

専
門
。
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言
え
な
い
。
実
際
、
16
年
の
ア
ジ
ア
の
農

産
物
輸
入
額
に
占
め
る
日
本
産
の
シ
ェ
ア

は
1
％
に
す
ぎ
ず
、
し
か
も
10
年
前
の

1
・
4
％
か
ら
低
下
し
て
い
る
。
H
S
コ

ー
ド
（
輸
出
入
統
計
品
目
番
号
）
2
桁
品

目
別
に
見
る
と
、
農
産
物
関
連
の
22
類
型

の
う
ち
14
類
型
で
、
日
本
産
の
シ
ェ
ア
が

縮
小
し
て
い
る
。
特
に
、
か
つ
て
の
シ
ェ

ア
が
3
〜
10
％
と
比
較
的
大
き
か
っ
た

「
第
5
類
」（
羽
毛
・
さ
ん
ご
な
ど
）、「
第

11
類
」（
小
麦
粉
な
ど
）、「
第
13
類
」（
樹

液
な
ど
）、「
第
21
類
」（
調
味
料
な
ど
）、「
第

24
類
」（
た
ば
こ
な
ど
）
と
い
っ
た
原
料

品
や
加
工
品
、
非
食
品
関
連
の
シ
ェ
ア
が

大
幅
に
縮
小
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

生
鮮
品
な
ど
の
8
類
型
で
は
、
日
本
産
の

輸
入
増
加
率
が
全
体
の
輸
入
増
加
率
を
上

回
っ
て
（
弾
性
値
が
1
を
超
え
て
）
お
り
、

日
本
産
の
シ
ェ
ア
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
（
図
表
3
）。
8
類
型
に
は
、

先
述
の
よ
う
な
輸
出
額
の
増
加
が
顕
著
な

品
目
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

品
目
の
輸
出
額
の
増
加
が
、
一
定
の
競
争

力
に
裏
打
ち
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

示
唆
さ
れ
る
。
わ
が
国
の
農
産
物
に
つ
い

て
は
、
現
地
産
や
他
国
産
に
比
べ
て
高
品

質
な
ど
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
着
し
て
お
り
、

と
り
わ
け
嗜し

こ
う好

性
の
高
い
商
品
で
は
、
こ

れ
が
競
争
力
の
源
泉
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　

わ
が
国
の
農
産
物
は
、
生
産
コ
ス
ト
や

輸
送
コ
ス
ト
の
高
さ
な
ど
か
ら
、
海
外
で

は
現
地
産
や
他
国
産
に
比
べ
て
高
値
で
販

売
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
要
因
と

し
て
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
、
主

要
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
ア
ジ
ア
に
お
い

て
、
高
所
得
層
の
厚
み
が
増
し
て
き
た
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ア
ジ
ア
の
高
所
得
層
は
2・5
倍
に

　

17
年
時
点
の
ア
ジ
ア
の
高
所
得
層
人
口

を
推
計
し
て
み
る
と
、
1
人
当
た
り
消
費

額
が
3
万
㌦
を
超
え
る
人
口
は
ア
ジ
ア
の

輸
出
先
上
位
11
カ
国
・
地
域
の
総
人
口

（
20
・
8
億
人
）
の
2
・
4
％
程
度
と
試

算
さ
れ
る
（
図
表
4
）。

　

今
後
を
展
望
す
る
と
、
引
き
続
き
人
口

増
加
と
経
済
成
長
に
伴
っ
て
高
所
得
層
人

口
は
増
加
す
る
と
み
ら
れ
る
。
23
年
に
は
、

1
人
当
た
り
消
費
額
が
3
万
㌦
を
超
え
る

ア
ジ
ア
地
域
の
人
口
は
、
17
年
に
比
べ
て

2
・
5
倍
に
増
加
す
る
と
推
計
さ
れ
る
。

ア
ジ
ア
で
の
わ
が
国
農
産
物
に
対
す
る
潜

在
需
要
が
、
高
所
得
層
人
口
に
比
例
す
る

と
仮
定
す
る
と
、
同
増
加
率
が
比
較
的
高

い
ベ
ト
ナ
ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
高
成
長
が
期
待
で

き
る
。
こ
れ
に
対
し
、
既
に
一
定
の
高
所

得
層
が
存
在
す
る
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
同

増
加
率
が
さ
ほ
ど
高
く
な
い
こ
と
か
ら
、

増
加
分
の
取
り
込
み
よ
り
も
、
む
し
ろ
新

た
な
需
要
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
が
課
題
と

な
ろ
う
。
他
方
、
中
国
は
、
人
口
規
模
が

大
き
い
上
、
高
所
得
層
人
口
の
増
加
率
も

比
較
的
高
い
こ
と
か
ら
、
極
め
て
有
望
な

市
場
と
言
え
よ
う
。

　

わ
が
国
農
産
物
輸
出
の
一
段
の
拡
大
に

は
、
こ
う
し
た
潜
在
需
要
を
十
分
に
取
り

込
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
で
は
、
現
在

の
潜
在
需
要
を
ど
の
程
度
取
り
込
め
て
い

る
の
か
。
図
表
4
の
高
所
得
層
人
口
の
推

計
結
果
を
基
に
、
17
年
時
点
の
農
林
水
産

物
の
ア
ジ
ア
向
け
上
位
輸
出
先
に
お
け
る

潜
在
需
要
を
推
計
し
、
実
際
の
輸
出
額
と

比
較
し
た
（
図
表
5
）。
そ
の
結
果
、
17

年
の
同
輸
出
先
に
お
け
る
潜
在
需
要
が

6
3
2
2
億
円
と
推
計
さ
れ
る
の
に
対
し
、

実
際
の
輸
出
額
は
5
5
0
9
億
円
で
あ
り
、

潜
在
需
要
を
十
分
に
取
り
込
め
て
い
な
い

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
る
。
国
別
に
見
る
と
、

香
港
、
台
湾
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ

の
輸
出
額
が
推
計
額
を
上
回
っ
て
い
る
の

に
対
し
、
中
国
、
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
フ

（注）東南アジアはタイ、ベトナム、シンガポール、カンボジア、マレーシア、
フィリピン、インドネシアの合計。
（出所）農林水産省「農林水産物輸出入概況」各年版

〈図表1〉農産物輸出額の推移（輸出先別）
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2012 年 2017年

アジア
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アジア
1,796・・・

2,680

4,966

275

430
421
243
195
481
458

452
374

745

844

395
482

654

1,021

（億円）

その他

EU２８カ国

米国

東南アジア

韓国

中国

台湾

香港

179

（出所）農林水産省「農林水産物輸出入概況」各年版

〈図表2〉農産物輸出額の推移（品目別）

農産物
加工食品
アルコール飲料

畜産品
牛肉

穀物等
米（援助米を除く）

野菜・果実等
かんしょ
ぶどう
いちご
もも

その他農産物
緑茶

2007年 2017年

億円 構成比 億円 構成比
対07年
増加率（倍）

2,678
1,215
157
226
20
223
5

212
1
4
1
5

801
32

100.0％
45.4％
5.9％
8.4％
0.8％
8.3％
0.2％
7.9％
0.0％
0.2％
0.0％
0.2％
29.9％
1.2％

4,966
2,636
545
626
192
368
32
366
10
29
18
16
971
144

100.0％
53.1％
11.0％
12.6％
3.9％
7.4％
0.6％
7.4％
0.2％
0.6％
0.4％
0.3％
19.6％
2.9％

1.9
2.2
3.5
2.8
9.4
1.6
6.1
1.7
11.5
7.1
14.2
3.5
1.2
4.5
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ィ
リ
ピ
ン
で
は
推
計
額
を
下
回
っ
て
い
る
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
強
化
の
必
要
性

　

現
在
、
輸
出
に
取
り
組
む
農
家
や
流
通

業
者
な
ど
に
対
し
て
は
、
地
方
自
治
体
や

農
協
単
位
で
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

う
し
た
支
援
の
多
く
は
、
例
え
ば
、「
岡

山
県
産
の
白
桃
」
と
い
っ
た
形
で
地
域
の

特
産
品
を
売
り
込
む
な
ど
、
地
域
を
軸
に

し
た
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト
型
の
取
り
組
み

に
重
点
が
置
か
れ
が
ち
で
、
①
特
産
品
が

海
外
の
消
費
者
ら

の
嗜し

こ
う好
に
合
う
と

は
限
ら
な
い
②
農

産
物
に
季
節
性
が

あ
る
た
め
通
年
で

の
安
定
供
給
が
困

難
③
小
ロ
ッ
ト
の

た
め
に
輸
送
費
な

ど
が
割
高
に
な
る

─
な
ど
の
弊
害
が

指
摘
さ
れ
る
。
そ

の
反
省
か
ら
、
近

年
政
府
は
、
品
目

を
軸
に
し
た
マ
ー

ケ
ッ
ト
イ
ン
型
の

取
り
組
み
へ
の
転

換
を
目
指
し
、
海

外
の
消
費
者
ニ
ー

ズ
の
情
報
収
集
と
生
産
者
ら
へ
の
提
供
体

制
の
強
化
に
注
力
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
緒
に
就
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
、
今
後
、
産
地
間
の
連
携
や
輸

出
に
適
し
た
産
地
の
育
成
、
全
国
各
地
の

生
産
者
と
輸
出
業
者
ら
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
一
段
の
促
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
の
成
果
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
以
下
の
よ
う
な

課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
は
、
相
手
国
の
輸
入
規
制
の
緩
和

に
向
け
た
政
府
に
よ
る
一
段
の
働
き
掛
け

で
あ
る
。
例
え
ば
、
植
物
の
輸
入
に
対
す

る
検
疫
条
件
を
見
る
と
、
図
表
5
で
実
際

の
輸
出
額
が
潜
在
需
要
の
推
計
額
を
上
回

っ
た
香
港
、
台
湾
、
タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
品
目
が
植
物
検
疫

証
明
書
な
し
か
添
付
す
れ
ば
輸
出
可
能
で

あ
る
の
に
対
し
、
下
回
っ
た
中
国
、
韓
国
、

ベ
ト
ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
大
半
の
品

目
で
輸
出
が
で
き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
後
の
原
発

事
故
直
後
に
多
く
の
国
で
導
入
さ
れ
た
輸

入
規
制
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

は
徐
々
に
緩
和
・
撤
廃
さ
れ
て
い
る
も
の

の
、
依
然
と
し
て
ア
ジ
ア
諸
国
を
は
じ
め

と
す
る
各
国
で
、
輸
入
停
止
や
放
射
性
物

質
検
査
証
明
書
の
添
付
な
ど
の
制
約
が
課

さ
れ
て
い
る
。

　

第
二
は
、
品
質
保
証
な
ど
海
外
で
通
用

す
る
認
証
の
取
得
で
あ
る
。
例
え
ば
、
農

産
物
の
生
産
工
程
管
理
（
G
A
P
）
の
認

証
に
お
い
て
、
わ
が
国
で
は
、
都
道
府
県

な
ど
が
独
自
に
定
め
た
規
格
で
行
わ
れ
る

ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
展
開
す
る
食
品
業
者
・
流
通
業
者

に
よ
る
機
関
「
世
界
食
品
安
全
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
（
G
F
S
I
）」
の
承
認
を
受
け
て

い
な
い
た
め
、
海
外
で
ほ
と
ん
ど
通
用
し

な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
海
外
で
は
、
欧

米
を
中
心
に
、
G
L
O
B
A
L 

G
A
P

な
ど
、
G
F
S
I
の
承
認
を
受
け
た
規
格

に
よ
る
認
証
取
得
が
取
引
の
前
提
と
な
る

ケ
ー
ス
が
多
く
、
今
後
、
ア
ジ
ア
市
場
に

お
い
て
も
同
様
の
傾
向
が
強
ま
る
と
み
ら

れ
て
い
る
。
わ
が
国
で
は
、
こ
れ
ま
で
出

荷
先
が
基
本
的
に
国
内
市
場
で
あ
っ
た
た

め
、
現
状
、
こ
う
し
た
海
外
で
通
用
す
る

認
証
を
取
得
し
て
い
る
の
は
、
品
質
管
理

の
徹
底
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
輸
出
等
に

関
心
の
高
い
産
地
の
農
協
や
農
家
な
ど
ご

く
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
輸
出
品
目
の
多
様

化
が
進
む
中
、
通
年
供
給
体
制
の
構
築
や

輸
送
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
産
地
間
連

携
の
重
要
性
は
今
後
一
段
と
増
す
と
み
ら

れ
、
そ
れ
に
伴
い
、
多
く
の
農
家
や
産
地

が
海
外
で
通
用
す
る
認
証
を
取
得
す
る
必

要
性
も
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。
既
に

J
G
A
P
な
ど
国
内
で
通
用
す
る
認
証
を

取
得
し
て
い
る
産
地
や
農
家
に
よ
る
海
外

で
通
用
す
る
認
証
へ
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

を
官
民
で
後
押
し
す
る
な
ど
の
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
る
。

農
業
全
体
の
競
争
力
強
化
が
必
要

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
加
え
、
わ
が
国

農
業
の
最
大
の
強
み
と
も
言
え
る
品
質
の

高
い
農
産
物
を
将
来
に
わ
た
っ
て
供
給
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
、
農
業
全
体
の
競
争
力

（注）アジアは香港、中国、韓国、タイ、ベトナム、シンガポール、カンボジア、マレーシ
ア、フィリピン、インドネシアの合計。ＨＳ分類の農水産物関連の第１類～第24類の
うち、主に水産物関連の「第3類:魚並びに甲殻類、軟体動物及びその他の水棲無脊椎
動物」と「第16類:肉、魚又は甲殻類、軟体動物若しくはその他の水棲無脊椎動物の調
製品」を除く。ただし、品目によっては一部水産物が含まれる。
（出所）国際連合「UN Comtrade Database」より㈱日本総合研究所作成。

〈図表3〉アジアにおけるわが国農産物の競争力
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食
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留
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飲
料
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ル
コ
ー
ル

各
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調
製
食
料
品

野
菜
、果
物
の
調
製
品

ベ
ー
カ
リ
ー
製
品

コ
コ
ア
・
そ
の
調
製
品

糖
類
及
び
砂
糖
菓
子

油
脂

そ
の
他
の
植
物
性
生
産
品

う
ち　

米

植
物
樹
脂

穀
物

工
業
用
・
飼
料
用
植
物

穀
粉

う
ち　

緑
茶

コ
ー
ヒ
ー
、茶

果
物

野
菜

植
木
・
切
り
花

そ
の
他
の
動
物
性
生
産
品

酪
農
品

肉生
き
た
動
物

農
産
物
合
計

1 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 17 18 19 20 21 22 23 24

0.73
0.58

3.85

1.61

0.26

1.031.53

5.47

0.78

1.30

0.520.68

6.82

0.54

0.45

0.33

0.71

0.77

0.98

1.141.04

0.49

1.06

0.49

0.72

アジアの農産物輸入に占める日本産のシェア（2006年、左目盛り）
アジアの農産物輸入に占める日本産のシェア（2016年、左目盛り）
弾性値（日本産輸入増加率÷輸入増加率、06→16年、右目盛り）

類番号



7 2019.2.7［木］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

の
維
持
・
強
化
の
実
現
に
向
け
、
次
の
四

つ
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

　

第
一
は
、
優
良
な
農
地
や
生
産
技
術
の

次
世
代
へ
の
継
承
で
あ
る
。
農
家
の
高
齢

化
が
深
刻
さ
を
増
す
中
、
高
齢
農
家
の
優

良
な
農
地
や
生
産
技
術
を
引
き
継
ぐ
次
世

代
の
育
成
が
急
が
れ
る
。
そ
の
際
、
今
後

の
人
口
動
態
を
踏
ま
え
る
と
、
農
家
出
身

者
の
就
農
の
み
で
は
次
世
代
へ
の
継
承
が

十
分
に
で
き
る
と
は
考
え
難
く
、
非
農
家

出
身
者
の
就
農
を
積
極
的
に
後
押
し
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
非
農
家
出
身
者
の

新
規
就
農
で
は
、
将
来
的
に
起
業
・
独
立

す
る
に
し
て
も
、
ま
ず
は
、
農
地
所
有
適

格
法
人
な
ど
に
就
職
し
、
生
産
技
術
や
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
す
る
と
い
っ
た
ル
ー

ト
が
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
農
業

を
志
す
若
者
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
就
職
し
、

仕
事
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
給
与
体
系
の

明
確
化
や
適
正
な
労
務
管
理
と
い
っ
た
他

産
業
と
同
様
の
職
場
環
境
を
整
え
る
な
ど
、

魅
力
的
な
職
場
づ
く
り
が
欠
か
せ
な
い
。

　

第
二
は
、
I
o
T
（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
最
新
技
術

の
活
用
で
あ
る
。
近
年
、
熟
練
農
家
ら
の

生
産
技
術
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
そ
れ
を
活
用
し
た
栽
培
支
援

サ
ー
ビ
ス
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
サ
ー
ビ
ス
が
各
地
に
普
及
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
下
で
の
デ
ー
タ

が
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
熟
練
農
家
の
経
験
と
勘
頼
み
だ

っ
た
地
域
ご
と
に
最
適
な
生
産
技

術
な
ど
の
継
承
が
、
よ
り
容
易
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
一
方
、

自
走
式
の
農
機
な
ど
の
ロ
ボ
ッ
ト

の
活
用
は
、
新
規
就
農
の
障
壁
の

一
つ
と
さ
れ
る
、い
わ
ゆ
る「
3
K

（
き
つ
い
、
汚
い
、
危
険
）」
作
業

の
軽
減
・
解
消
な
ど
に
つ
な
が
る

と
み
ら
れ
、
そ
の
実
用
化
と
普
及

に
向
け
た
取
り
組
み
の
加
速
が
求

め
ら
れ
る
。

　

第
三
は
、
異
業
種
か
ら
の
参
入
を
通
じ

た
収
益
性
の
向
上
で
あ
る
。
近
年
、
異
業

種
の
一
般
企
業
に
よ
る
農
業
参
入
の
増
加

が
目
立
つ
。
一
般
企
業
の
農
業
参
入
に
つ

い
て
は
、
09
年
の
農
地
法
改
正
で
農
地
の

リ
ー
ス
に
よ
る
参
入
が
自
由
化
さ
れ
た
こ

と
で
弾
み
が
つ
き
、
農
地
中
間
管
理
機
構

に
よ
る
リ
ー
ス
を
中
心
と
し
た
農
地
の
集

積
・
集
約
化
や
、
農
地
情
報
公
開
シ
ス
テ

ム
の
運
用
開
始
な
ど
が
追
い
風
に
な
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
農
地
の
所
有
に
よ
る
参

入
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
一
定
の
制

約
が
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

課
題
と
な
ろ
う
。

　

他
方
、
既
存
の
農
家
の
側
か

ら
み
れ
ば
、
輸
出
な
ど
の
農
業

を
軸
に
し
た
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
う
際
、
販
路
の
開
拓
な
ど
農

産
物
生
産
以
外
の
業
務
の
比
重

が
増
す
と
み
ら
れ
、
そ
う
し
た

業
務
に
、
経
験
豊
か
な
異
業
種

人
材
を
即
戦
力
と
し
て
生
か
す

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
異
業
種

人
材
の
農
業
へ
の
参
入
を
促
す

た
め
に
、
U
・
I
タ
ー
ン
人
材

に
対
す
る
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
、

U
・
I
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る

人
材
の
ス
キ
ル
な
ど
を
マ
ッ
チ

ン
グ
す
る
機
能
を
高
め
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
四
は
、
優
良
な
農
地
の
保
全
で
あ
る
。

現
在
、
大
規
模
農
家
ら
へ
の
農
地
の
集

積
・
集
約
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
集

積
率
は
55
％
（
17
年
度
）
で
あ
り
、
23
年

に
8
割
と
の
政
府
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

一
段
の
加
速
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、
耕
作
放
棄
地
や
高
齢
で
離
農
し
た

農
家
の
農
地
に
加
え
、
副
業
的
農
家
や
準

主
業
農
家
と
い
っ
た
小
規
模
農
家
の
農
地

の
集
積
・
集
約
化
が
重
要
に
な
る
と
み
ら

れ
る
。
こ
う
し
た
小
規
模
農
家
で
は
、
コ

（注）各国の人口分布に対数正規分布を想定した試算値。１人当たり消費
額（ＳＮＡベースの家計消費）が3万ドル（購買力平価換算）を超える人口。
国名の右の（　）内の数字は、2017年の日本からの農産物輸出額の順位。
（出所）国際連合「World Population Prospects: The 2017 Revision」、
IMF「World Economic Outlook Database」、CIA「The World 
Factbook」より㈱日本総合研究所作成。

〈図表4〉アジアの高所得層人口の推計
　　　 （１人当たり消費額３万ドル超の人口）

2017 年 2023年

香港（1）
台湾（3）
中国（4）
韓国（5）
タイ（6）
ベトナム（7）
シンガポール（8）
カンボジア（16）
マレーシア（17）
フィリピン（18）
インドネシア（19）
合計

総人口
に占める
割合

総人口
に占める
割合

シェア シェア増加率
（倍）

305
706
2,032
797
215
11
212
1

400
106
178
4,964

41.4％
29.9％
1.4％
15.6％
3.1％
0.1％
37.2％

0.7％

1.0％
12.7％

0.1％
2.4％

6.1％
14.2％
　40.9％
16.1％
4.3％
0.2％
4.3％
0.0％
8.1％
2.1％
3.6％

100.0％

394
1,039
6,661
1,426
490
81
287
5

755
366
739

12,245

1.3
1.5
3.3
1.8
2.3
7.1
1.4
5.6
1.9
3.4
4.2
2.5

51.4％
43.4％
4.7％
27.6％
7.1％
0.8％
47.3％
0.3％
22.2％
3.2％
2.6％
5.7％

3.2％
8.5％
54.4％
11.6％
4.0％
0.7％
2.3％
0.0％
6.2％
3.0％
6.0％

100.0％

(注)2017年の農林水産物輸出額が上位10位以内の国・地域。
(出所) 農林水産省「農林水産物・食品の輸出実績」、 IMF「World Economic 
Outlook Database」、国際連合「World Population Prospects: The 2017 
Revision」より㈱日本総合研究所作成
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(億円）
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取り込めている
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推計額（潜在需要、左目盛り） 実績（左目盛り） 乖離率（右目盛り）

合
計

香
港

台
湾

タ
イ

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

中
国

韓
国

ベ
ト
ナ
ム

フ
ィ
リ
ピ
ン

6,322

5,509

1,526
1,877

781
838

373
391
176261

1,749

1,007
653
597
869
395195144

〈図表5〉アジア向け農林水産物輸出額の推計（潜在需要）
　　　  と実績の比較（2017年）



82019.2.7［木］　金融財政ビジネス　第3種郵便物認可

メ
に
対
す
る
高
い
輸
入
関
税
や
飼
料
用
米

な
ど
へ
の
転
作
奨
励
金
と
い
っ
た
米
価
を

押
し
上
げ
る
政
策
を
背
景
に
、
米
作
を
割

高
な
生
産
コ
ス
ト
で
継
続
し
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
米
価
が
下
が
れ
ば
、
米
作
か
ら

自
発
的
に
撤
退
し
、
農
地
の
出
し
手
に
な

り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
集

積
・
集
約
化
ペ
ー
ス
の
加
速
に
は
、
こ
う

し
た
制
度
の
思
い
切
っ
た
見
直
し
が
求
め

ら
れ
る
。

輸
出
拡
大
に
よ
る
生
産
活
動
継
続
を

　

わ
が
国
の
農
林
水
産
業
の
衰
退
は
、
地

方
経
済
の
地
盤
沈
下
に
と
ど
ま
ら
ず
、
農

地
の
荒
廃
や
生
産
技
術
の
喪
失
な
ど
を
通

じ
て
、
わ
が
国
の
食
料
安
全
保
障
を
揺
る

が
す
恐
れ
す
ら
な
い
と
は
言
え
な
い
。
そ

う
し
た
事
態
は
何
と
し
て
も
回
避
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
生
産
活
動

の
継
続
こ
そ
が
生
産
手
段
や
生
産
技
術
の

継
承
に
不
可
欠
と
の
認
識
の
下
、
競
争
力

強
化
を
通
じ
て
、
国
内
外
の
需
要
を
取
り

込
む
必
要
が
あ
る
。
今
後
、
内
需
の
縮
小

が
不
可
避
で
あ
る
一
方
、
主
要
輸
出
先
で

あ
る
ア
ジ
ア
で
は
、
所
得
の
上
昇
と
そ
れ

に
伴
う
嗜
好
の
変
化
な
ど
が
見
込
ま
れ
る

だ
け
に
、
輸
出
拡
大
に
向
け
た
チ
ャ
ン
ス

も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
斬
新
か
つ
幅
広

い
視
点
で
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。


